
事業名 事業費 都市計画税からの
充当金額

下水道事業 7億8,308万円 7億8,308万円

都市計画事業
基金積立 1,987万円 1,987万円

計 8億295万円 8億295万円

事業名 内容 事業費 うち環境
譲与税

森林環境
譲与税
基金積立

令和5年度以降の
学校改修事業に
活用予定

371万円 371万円

計 371万円 371万円

決算総額
歳入
334億1,929万円

（前年比24.3％増）
歳出
327億5,297万円

（前年比26.1％増）

一般会計
歳入 235億 2,554万円

　（前年比37.7％増）
歳出 228億 1,698万円

　（前年比41.3％増）

特別会計
歳入 69億 570万円
<内訳>
国民健康保険事業 33億 707万円
土地取得費  5,742万円
公共駐車場事業  9,434万円
介護保険 28億 9,576万円
後期高齢者医療 5億 5,111万円

歳出 66億 6,602万円
<内訳>
国民健康保険事業 32億 4,750万円
土地取得費  634万円
公共駐車場事業  3,048万円
介護保険 28億 3,776万円
後期高齢者医療 5億 4,394万円

企業会計
収入 29億 8,805万円
<内訳>
水道事業 9億 3,021万円
下水道事業 20億 5,784万円

支出 32億 6,997万円
<内訳>
水道事業 11億 3,644万円
下水道事業 21億 3,353万円

　９月市議会定例会において、
令和２年度の決算が認定され
ました。皆さんが納めた税金
がどのように使われたのかを
お知らせします。

令和2年度

たかはま
の決算

＜主なもの＞
■総務費
　・特別定額給付金給付事業

（49億5,394万円）
■民生費
　・保育園の管理運営費用

（13億3,338万円）
■教育費
　・小中学校維持管理費用

（6億647万円）
■衛生費
　・ごみ処理関係費用

（6億9,650万円）

歳出決算額
228億1,698万円

＜主なもの＞
■国庫支出金
・特別定額給付金給付事業の
国負担金
　　（49億5,394万円）

■市債
・高浜小学校整備事業の
　借入金

（11億6,980万円）
■県支出金
・保育料無償化の県負担金

（2億2,950万円）

歳入決算額
235億2,554万円

教育費
36億3,051万円

15.9%

総務費
71億140万円
31.1%

歳出

歳入

民生費
67億3,682万円

29.5%

衛生費
19億5,998万円

8.6%

土木費
13億3,341万円

5.9%

公債費
7億7,711万円

3.4%

消防費
5億2,760万円

2.3%

商工費
4億3,742万円

1.9% 議会費
1億6,652万円
0.7% 

農林水産業費
1億4,536万円

0.6%

市税
93億5,501万円

39.8%

■森林環境譲与税の使い道■都市計画税の使い道

国庫支出金
78億474万円
33.2%

交付金・交付税など
14億7,539万円

6.3%

県支出金
12億2,234万円

5.2%

繰越金
9億3,435万円

4.0%

諸収入
4億5,264万円

1.9%

市債
16億4,840万円

7.0%

その他
3億3,027万円

1.3%

繰入金
3億240万円
1.3%

その他
85万円
0.1%

一般会計の歳入・歳出

一般会計決算の状況
　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
実

質
収
支
額（
収
入
と
支
出
の
差

額
）は
お
よ
そ
７
億
円
で
、引
き

続
き
、黒
字
と
な
り
ま
し
た
。こ

れ
は
、市
税
が
見
込
み
よ
り
多

く
入
っ
た
こ
と
や
使
う
お
金
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な

ど
が
要
因
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
市
税
収
入
の

先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
、依

然
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、事
業
の
見
直
し

を
行
う
な
ど
、限
ら
れ
た
財
源

を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
で
、健
全
な
財

政
運
営
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。
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指標名 高浜市結果 早期健全化
基準 財政再生基準 備考

実質赤字比率 ―
（赤字ではない） 13.40% 20.00% 7億3,573万円の黒字です。

連結実質赤字比率 ―
（赤字ではない） 18.40% 30.00% 21億7,898万円の黒字です。

実質公債費比率 －0.1% 25.0% 35.0% 前年度は－0.4%でした。

将来負担比率 18.6% 350.0% ― 前年度は0.7%でした。

資金不足比率
（水道・下水道）

―
（資金不足なし） 20.00% ― 資金不足はありません。

○高浜小学校等整備事業が完了しました。
　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・（15億1,658万円）
○児童扶養手当受給者などのひとり親世帯に対し
て、臨時給付金を給付しました。
　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（6,716万円）
○民間の認定子ども園に運営費を給付しました。
　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3億8,356万円）
○市内小中学校の手洗い場の水栓を自動化し、感
染症の広がりを抑えました。

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(954万円）
〇スクールソーシャルワーカーを教育委員会・学校
などに配置し、教育相談体制を整備しました。
　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（241万円）
○市内小中学校にタブレット端末などを導入し、教
育のICT化を図りました。

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・（3億7,420万円）

学び合い　力を合わせて
豊かな未来を育もうⅡ

○議会にペーパーレス会議システムを導入しました。
　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・（156万円）
○高浜市の魅力を発信するなどのシティプロモー
ション支援を行いました。
　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・（249万円）

みんなで考え みんなで汗かき
みんなのまちを創ろうⅠ

○プレミアム商品券を発行し、市内事業者の経営早
期回復を支援しました。

　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・（6,802万円）
○最新の被害想定にもとづき、防災マップを作成しました。
　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・（935万円）

明日を生み出すエネルギー
やる気を活かせるまちをつくろうⅢ

○特別定額給付金として、1人あたり10万円の給付
を行いました。
　　　　　　　　　　・・・・・・・・・（49億5,394万円） 
○アウトリーチ支援員を配置し、社会的孤立状態に
ある方の支援を行いました。

　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・（317万円）

いつも笑顔で健やかに
つながり１００倍ひろげようⅣ

～思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 大家族たかはま～

第６次高浜市総合計画体系別重点事業

問合せ先　市財務グループ　☎52-1111（内線322）

　令和２年度決算の健全化判断比率を示す４指標と公営企業の資金不足比
率をお知らせします。これらの比率は、赤字額や借入金の額などをもとに自
治体の財政の健全化度を数値として表したものです。
　いずれも数値が少ないほど、その自治体の財政は健全な状態にあります。

健全化判断比率
資金不足比率

健全

健全

健全

健全

健全
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